
今後急速な補修補強費の増大が予想される！ 橋の状態を常に把握し、計画的に対策を施す必要がある。

海風の影響で橋が劣化しやすい

東側に有明海があり、海風の影響により
塩害を受けやすい環境にあります。

架設年次が不明の橋が多く、全体の約
７３％を占めている。

島原市の橋の今とこれから

架設年次別橋梁数(橋長１５ｍ未満)

特徴１

特徴２

※同一橋梁で橋種が異なるため、９７橋を９８橋として分析している

架設年次別橋梁数
【対象橋梁数：98橋】
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建設後50年以上経過橋梁
：14橋（54％）

（架設年次不明72橋除く）

1
9
6
4

高度経済成長期
：16橋（62%）
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橋梁数累計(橋)

2014年現在：98橋
（架設年次不明72橋）

島原市の橋の特徴

島原市は、長崎県の南東部にある島原半島の東
端に位置しており、東側は有明海と接しています。

長寿命化修繕計画の対象となる橋は、河川橋を
中心とし、有明地区内に点在しています。事後保
全的な修繕から予防保全的な修繕への転換を図る
ためにも、計画的な維持管理を行っていく必要が
あります。

【有明町大三東橋梁群】
・下川内橋・上川内橋など ４７／ ９７橋）

【有明町湯江橋梁群】
・栗谷橋・鴨牟田橋など ５０／ ９７橋）



島原市の橋（計画策定対象）

平成２５年度計画策定対象橋梁（１５ｍ未満：９７橋）

1 栗谷橋 栗谷線 10.3 不明

2 鴨牟田橋 鴨牟田２号線 10.1 不明

3 第ニ多比良境橋 土筆ノ尾１号線 8.4 不明

境橋（中央部） 横断Ｂ線 8.0 1958

境橋（上・下流側） 横断Ｂ線 8.0 1982

5 平和橋 野田横線 6.2 1959

6 徳万橋 枦山・徳万線 4.8 不明

7 第ニ徳万橋 野田西線 4.7 不明

8 戸田山橋 森岡・枦山線 6.3 不明

9 土筆ノ尾橋 向ノ原縦線 7.6 不明

10 沖之尾橋 戸田原１号線 9.3 不明

11 戸田原橋 戸田原２号線 6.3 1959

12 第ニ戸田原橋 沖ノ尾・向ノ原線 4.3 不明

13 荒牧橋 荒牧・向ノ原線 6.0 不明

14 長沢橋 野田横線 4.2 不明

15 茶臼田橋 横断Ｂ線 4.0 不明

16 甲石橋 西甲石線 3.3 不明

17 野田橋 野田横線 3.4 不明

18 沖之尾２号橋 沖ノ尾横線 3.8 不明

19 京田橋 向ノ原・温泉屋敷線 4.2 不明

20 白拍子橋 野田西線 4.0 不明

21 古屋地橋 古屋地２号線 3.0 不明

22 戸鼻橋 沖ノ尾横線 4.3 不明

23 地川内橋 高棚線 3.3 不明

24 第２長沢橋 長沢１号線 2.1 不明

25 中前川内橋 山之内上・枦山線 3.5 不明

26 松尾橋 江崎・松尾線 8.4 1963

27 第２野田橋 堂ノ前線 5.1 1960

28 野田橋 一野線 5.3 1964

29 仁田橋 一野・松ノ沢線 4.6 不明

30 前田橋 一野２号線 3.5 不明

31 第２前田橋 一野線 3.6 不明

32 今茂橋 江崎・松尾線 8.0 1963

33 中津橋 中津２号線 7.0 不明

34 谷川橋 横断Ａ線 5.0 2005

35 深底橋 払山・深底線 4.6 不明

36 灰久保橋 灰久保１号線 3.6 不明

37 灰久保２号橋 灰久保４号線 2.5 不明

38 第２谷川橋 平ノ山小原線 5.9 不明

39 第１願成橋 平ノ山小原線 6.4 不明
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40 第２願成橋 山之内Ｃ線 6.0 不明

41 江崎橋 東小路・江崎線 4.1 1959

42 馬渡橋 松崎・馬渡線 4.4 不明

43 光善寺橋 横断Ａ線 2.4 不明

44 成山橋 出口・赤野線 2.9 1958

45 第２光善寺橋 馬渡線 3.0 不明

46 境之松橋 境の松・大原線 8.0 2008

47 白江橋 境の松横線 6.4 1965

48 盲目落橋 横断Ａ線 9.1 1963

49 薬師の本橋 北の坂線 4.5 1959

50 第ニ薬師の本橋 北の坂線 3.0 1959

51 第三薬師の本橋 才木・横山線 4.6 不明

52 横山橋 境の松・払山線 4.1 1958

53 楠沢橋 払山・深底線 3.4 不明

54 永川橋 妙法塚１号線 3.5 不明

55 出口山橋 下杉沢１号線 3.2 不明

56 大野浜橋 浜中央線 6.0 1963

57 第ニ大野浜橋 浜中央線 2.8 不明

58 尾崎橋 尾崎１号線 12.5 1994

59 梅原橋 尾崎２号線 2.6 不明

60 下川内橋 山之内上・枦山線 14.4 1992

61 川内橋 東川内線 12.6 1992

62 新水分橋 大野線 11.0 1975

63 光川内橋 高野線 12.4 1992

64 畔田橋 大野線 9.0 1976

65 下折橋 下折橋線 7.0 不明

66 第四川床橋 柏野・平山線 6.6 不明

67 笠山橋 笠山線 5.4 不明

68 佐野橋 佐野横線 4.1 不明

69 久原橋 堤沢１号線 4.8 不明

70 第ニ久原橋 堤沢６号線 4.6 不明

71 堤沢橋 平山縦線 4.0 不明

72 杉山橋 柏野・平山線 3.8 不明

73 塔ノ鼻橋 塔之鼻線 6.2 1971

74 山ノ田橋 上山ノ田線 4.2 不明

75 六人道橋 山之内上・枦山線 5.4 不明

76 地川内橋 庄司屋敷・塔之鼻線 3.8 不明

77 大高野橋 犬手場２号線 2.5 不明

78 上大高野橋 小久堀１号線 3.6 不明

79 良官橋 良官１号線 3.2 不明
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80 山ノ田２号橋 山ノ田３号線 6.2 不明

81 前川内橋 柏野３号線 6.2 不明

82 門前橋 中門前線 3.3 不明

83 犬手場橋 犬手場１号線 2.7 不明

84 上川内橋 川内縦線 2.4 不明

85 犬手場２号橋 犬手場１号線 2.5 不明

86 高柵橋 地川内線 8.6 不明

87 与一沢橋 柏野５号線 7.0 不明

88 第２尾崎橋 源在横線 12.6 不明

89 第３尾崎橋 源在横線 13.7 不明

90 上川内橋 上川内線 13.9 1992

91 一本松橋 一本松東鷹線 10.3 不明

92 川添橋 畔隠線 5.7 不明

93 第ニ川添橋 川添線 6.2 不明

94 第三川添橋 沖ノ尾１号線 6.1 不明

95 第四川添橋 椎山３号線 5.0 不明

96 妙子ノ尾橋 妙子ノ尾線 5.8 不明

97 中尾橋 沖ノ尾２号線 3.0 不明
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橋の健康状態を知るために

効率的に橋梁の健康状態を調査

長崎県は、橋の点検を、効率的かつ低価に実施することができるように、橋梁点検
マニュアルを整備し、橋梁点検支援システムを構築しました。また、点検の体系につ
いても確立しています。

島原市においても、長崎県により整備されている橋梁点検マニュアルを利用して概

略点検を行うことにより、管理している橋の健康状態を効率的に把握することが
できました。

今後も定期的に点検を実施し、橋の健康状態を常に把握し、適切な維持管理を実施
していきます。

すべての部材に発生した損傷を詳細に把握することを目的とする。

交通の安全確保を主たる目的として、道路の日常巡回（パトロール）として

実施される橋梁の点検。

異常時点検
台風、豪雨、豪雪などの異常気象、または地震が発生した後に、主に交通の安全性を確保するため

に緊急的に行う点検。

概 略 点 検

詳 細 点 検

代表径間を対象として地上から目視できる範囲の点検（遠望目視点検）。

橋梁の代表的な部材に発生した損傷を概略的に把握することを目的とする。

橋梁各部に触れる程度の距離まで接近して目視する点検（近接目視点検）。

通 常 点 検

定 期 点 検

道路パトロール点　検



橋は市民の大切な財産です ⇒ 次の取り組みにより橋の寿命を延ばして財産を守ります

橋の寿命を延ばすために

・橋梁点検結果により、架替え検討もしくは修繕が必要と判断した橋については、今後１０年以内で対策を実施します。

・他の橋についても定期的な点検及び早期の修繕に取り組み、橋を長持ちさせます。 → 予防保全型への転換を図ります。

・定期的に点検を実施し、橋の健康状態を常に把握します。

・財政状況を考慮した対策を実施し、効率的な維持管理を実行します。

単位
H26
計画

H27
計画

H28
計画

H29
計画

H30
計画

H31
計画

H32
計画

H33
計画

H34
計画

H35
計画

合計

点検計画
橋梁数

橋 2 1 6 1 0 44 44 1 3 1 103＊

修繕計画
橋梁数

橋 0 2 1 6 1 0 0 0 1 1 12

修繕･架替え
事業費

百万円 － 8.3 2.8 2.5 0.2 － － － 0.3 0.1 14.2

橋の健全性を向上させ、安全で安心な橋を保ちます。

今後の点検・修繕計画

＊点検計画橋梁数の合計については複数回点検を実施する橋梁があるため、対象橋梁数とは異なる。

長崎県市町橋梁長寿命化検討委員会

委員会における議事内容の抜粋

◆第二多比良境橋と平和橋については、コンクリート橋であり、
鉄筋の露出が見られますが、このまま放置すると劣化が進行し
ますので、早急に補修を行った方が良いと思われます。
第３尾崎橋については､鋼橋であり、腐食が進行していますが、
塗替による補修で対応可能であると思います。

◆各市町において､損傷状況の著しい橋梁については､写真を提出し
て頂いて、大学の方でも現地を確認したいと思います。

◆鋼橋とコンクリート橋との健全度について損傷状況に見合わない
点が見受けられますので、再度、システムの見直しを行う必要が
あるかと思います。

本委員会では、橋梁長寿命化修繕計画の策定にあたり、学識経験者等の意見を聴取し、計画に
反映させております（平成26年2月開催）。

◆長崎県下各市町が「橋梁の定期的な補修によるコスト縮減効果」と「橋梁の健全性の維持」
の両方について考慮して維持管理に取り組むことが必要です。

◆市民の視点に立って、安全安心ということを念頭に置いておくことが重要です。



橋の長寿命化修繕計画

今回、対象となった１５ｍ未満の９７橋について長寿命化修繕計画を策定しました。

点検によって捉えた劣化損傷に対して、修繕が必要な橋から早めの対応を行うことにより予防保

全型へと移行し、安全性を高めるとともに、将来にわたって維持修繕にかかるコスト縮減を図りま

す。

今後は計画に従って点検・修繕を行い、必要があれば計画の見直しを行う予定です。

長寿命化修繕計画の実施方針

◆点検結果より修繕が必要と判断された橋は、今後10年以内に対策を完了し、維持管理水準を高めます。

◆長寿命化修繕計画策定後は、橋の維持管理を予防保全型へと移行し、安全性の確保とコストの縮減を図ります。

◆今後は定期的に点検を実施し、必要に応じて計画の見直しを行います。

◆修繕にあたっては予算の平準化を図りながら、計画的に実施します。


